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【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】計算機アーキテクチャ
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・4 年次
【担当教員】

樋口 博

【授業目標・教育方針】
ソフトウェアやコンピュータを利用したシステムを開発するエンジニアとって，必要・不可欠なコンピュータ・アー
キテクチャの基本的事項について，目的 ( 必要性とその背景 )，基本原理，具体的方法を学習し，将来，新しい応用分
野に対して，新しいコンピュータ・システムを創造できるような知識・考え方を修得することを目標とする．

【授業概要】
この科目はコンピュータそのものについての解説であるが，コンピュータのプログラムを作成する側からの視点で，
４年の後期から５年の前期の１年間をかけて解説する．　コンピュータ・サイエンスは実証科学である．その意味で，
コンピュータ・アーキテクチャは理想と現実のギャップをいかに埋めたかという実例を示す．　講義は大きく次の
パートに分けて行う．ＣＰＵ部：命令セット，レジスタ構成，動作モード，割込み，多重処理機構　　主記憶部：主
記憶の効率的な使用，各種プログラム構造の実現，保護機構　　入出力部：効率的な入出力方法。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：柴山　潔著「コンピュータアーキテクチャの基礎」、近代科学社

【メッセージ】
日頃何の気なしに使っているパソコンをはじめとするコンピュータは、より効率的に計算機に仕事をさせるためにさ
まざまな考えが試され、淘汰されて今日の形態に発展してきたものである。授業を通じその考え方の基盤を理解する
ことが、プログラミングをはじめとする今後のコンピュータ利用をよりよく理解させてくれることに繋がると考える。

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力
(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力

(e) 種々の科学，技術および情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイン能力
(g) 自主的，継続的に学習できる能力

【授業計画】（授業名：計算機アーキテクチャ）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 － 2 回 コンピュータ・アーキテクチャ
とは

コンピュータシステムにおけるハードウェアとソフト
ウェアの機能分担

3 － 7 回 基本アーキテクチャ ノイマン型コンピュータの基本ハードウェア構成、基
本命令セットアーキテクチャ

8 － 10 回 コンピュータにおける数表現 10 進数と 2 進数における数値表現、基数変換、固定小
数点及び浮動小数点表現の得失、文字の表現

11 － 15 回 制御アーキテクチャ マシン命令の実行と制御における制御アーキテク
チャ、命令実効順序制御、割込み処理
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